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町を守る消防団の『出
でぞめしき

初式』

越生、毛呂山班
美術展および作品展
　１月17日、18日の2日間にわたって、中央公民館で、

『越生、毛呂山班児童生徒美術展』および『越生、毛呂山

班特別支援学級児童生徒合同作品展』が開催されました。

毛呂山町と越生町の小・中学生の絵や工作が、数多く展示

され、訪れた人びとは、子どもの想像力溢
あふ

れる作品に感嘆

の声をあげていました。

の
冬　１月11日に、消防団の出初式が、毛呂山総合公園で行われました。冬晴れ

の一日、毛呂山町、鳩山町、越生町の消防団員が一堂に参加し、閲
えつだん

団や機械器

具の点検、防災航空隊の上空広報などが行われました。また、消防団員手作り

の豚汁、甘酒の無料サービスも行われ、訪れた人にも大変好評でした。消防団

は、今年も地域住民が安心して暮らせるように厳しい訓練に励みます。

　12月25日に、毛呂山町と埼玉県電気工事工業組合で、『災害時

における電気設備等の復旧に関する協定書』が締結され、災害時に

電気設備の復旧などが円滑に行われるよう手続きなどを定めまし

た。また、西入間警察署も加えて、さらに『毛呂山町防犯のまちづ

くりに関する協定書』も締結され、犯罪を抑止するため、お互いに

情報提供を行うことになりました。毛呂山町では、安心・安全の町

づくりをすすめるため、今後も様ざまな取組を行っていきます。

防災・防犯に関する協定書を締
ていけつ

結
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国際交流の架
かけはし

橋に
　もろやまインターナショナルクラブが、町内で不用になったラン

ドセルやショルダーバッグなどの学用品を募り、タイのバンコクに

あるコークポー小学校に贈りました。タイではなかなか学用品が手

に入らないため、児童にとても喜ばれ、学校からは感謝状が贈られ

ました。

　もろやまインターナショナルクラブ（問　℡294ー6391 小久保

さん）は、毎週土曜日に、中央公民館で外国の人びととの交流会を

開き、地域に暮らす外国人の手助けを行い、平成18年度に埼玉県から「彩の国国際貢献賞」が贈られました。

　もろやまインターナショナルクラブでは、今後も、タイに学用品を送る活動を続けていきます。

埼玉県議会が
防犯ボランティア「ゆず」を視察

　

　１月23日に、埼玉県議会「暮らしの安心・安全対策特別

委員会」が、住民主体の取組の先進事例として、防犯ボラ

ンティア「ゆず」の視察に訪れました。12人の県議会議員

が、「ゆず」の発足の経緯や活動内容について、熱心に説明

を聞き、4台の青色回転灯車両が学区内を巡回する様子や、

年齢や立場が異なる多くの人びとがパトロールに参加してい

ることに、「すばらしい」と感想を述べていました。

寒さを吹き飛ばす『冬の遊び会』
　1月17日に、青少

年相談員の『冬の遊

び会』が開催されま

した。今年は、お兄

さん、お姉さんに手

伝ってもらいなが

ら、餅つきに挑戦

し、つきたてホカホ

カのお餅に、きなこ

やあんこをつけて、

その場でおいしく食

べました。おなかが

いっぱいになったと

ころで、出
い ず も い わ い

雲伊波比

神社に行き、ドロケ

イやだるまさんが転んだなどをして、皆でおもいっきり走

り回りました。お兄さんやお姉さんたちと一緒に楽しく遊

び、冬の寒さ忘れる一日になりました。

又
ま た の あ き こ

野亜希子さん『子育て講演会』
　１月24日に、福祉会館で『子育て講演会』が

開催されました。講師の又野亜希子さんは、交通

事故により障害を負いましたが、胎内に宿った新

しい命により絶望の淵から救われ、自由に動かな

い体で必死に子育てをしています。「命の重さ」

「愛の力」を、自らの体験を通して語りかける又

野さんのお話に、「すごく励まされ、勇気をもら

いました」と、感動の声が数多く寄せられまし

た。
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